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ポイント

区議会公明党の提案が、カタチとなったその他の事業

水素を活用した

超高効率燃料電池の導入

スクールソーシャル

　　ワーカーの拡充

帯状疱疹ワクチン

　　　接種費用助成

一時預かり事業の

　　　　　新規展開

プールシェアの

　　　モデル事業

自転車ヘルメット

　　　　　購入助成

要配慮者への

個別避難計画の作成

放課後子ども教室に

おける自主学習支援

ふるさと納税

　　返礼品の見直し

産後家事・育児援助事業、乳幼児
ショートステイ事業、一時預かり
事業の拡充、住宅リフォーム助成
の拡充など。

出産・子育て
　　支援の充実

区議会公明党の主張が反映
こども

新耐震基準の木造建築物の耐震
診断助成、旧耐震基準の建築物
の耐震化助成など。

倒れない
　　まちづくりの推進

防　災

感震ブレーカー支給取付事業、
消火器設置促進事業、簡易トイレ
の追加配備など。

防災対策の
　　さらなる推進

防　災

老いじたく
　　情報登録事業

高齢者

国際教育の推進
　～英語力の向上

教　育

自閉症・情緒障害特別支援学級
の開設、特別支援員の小学校
全校配置、特別支援学級介添員
の増員など。

特別支援教育
　　　　の推進

こども

新規

新規
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拡充 拡充 拡充

継続 継続 拡充
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新規
継続
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新規

3億8,385万円 6億1,772万円540万円

12億9,493万円

新規
拡充

16億3,355万円 1億1,086万円

老いじたくに関する情報を区に
登録。いざという時、必要な機関
に情報提供。

おおたグローバルコミュニケー
ション事業の拡充、外国語教育
指導員の配置時数の拡充など。
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これなら安心。
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大切な命・暮らしを守る。
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備

大田区 令和６年度予算の概要については、こちらをご覧ください▶

予算規模は、過去最高の3,412億円（＋8.4％増）
大田区 令和6年度予算が決定
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公式ホームページは
スマートフォン、タブレットにも対応しています。

私たち区議会公明党の各議員が、担当地域ごとに区民相談をお受けしております。 
いつでもお気軽にご相談ください。 TEL 03-5744-1488

弁護士による無料法律相談のご案内
第１・第３木曜日の午後２時より、区議会公明党控室で開催。
当日正午より予約受付（☎03-5744-1488）を行っております。
★必ずご予約の上、お越し願います。

（区議会公明党 控室）
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新基本構想で描く将来像の実現に向け、スピード感のある政策判断を！
大田区議会　令和6年 第1回定例会が開催されました。

　２月１５日から３月25日までの会期で、令和6年大田区議会 第１回定例会が開催さ
れ、代表質問に 岡元 由美 議員、一般質問に 小峰 由枝 議員・田島 和雄 議員が登壇。
各委員会では議案審査、請願・陳情審査が行われたほか、区の将来像を示す新基本構想が
議決されました。主な質問の内容は、以下の通りです。

令和6年 予算特別委員会が開催されました。
　予算特別委員会では、岡元 由美 議員が副委員長に就任し、令和6年度一般／各特別会計予算について、
8日間にわたる活発な審議が行われ、採決の結果、賛成多数で可決されました。

岡元 由美 議員

代表質問

松本 洋之 議員

総括質疑

椿　真一 議員

しめくくり総括質疑

小峰 由枝 議員

一般質問

田島 和雄 議員

一般質問
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　　　　　  ①スピードの視点から事業の進め方　②児童虐待の未然防止への取り組み　
③（仮称）こども誰でも通園制度　④不登校特例校の在り方　
⑤精神疾患やご家族に対する専門職による支援　⑥要支援者の個別避難計画と二次避難　
⑦地下駐輪場設置検討の進捗経過および大森駅西口広場整備　
⑧コロナ禍とは異なる課題を抱える区内事業者に対する区独自の支援策

　　　 こども・若者の声を活かし、スピード感のある区政運営を
税金を原資とする行政が、使途に慎重になることは大事ですが、プランに時間をかけ
過ぎるあまり、執行時には時代遅れになる場合があります。また検討期間に本来で
あれば削減できた経費を見過ごしてしまうことは財政的にも大きな課題です。検討
には終期を決めるとともに、PDCA以外の民間企業が導入している新たな手法も
検討し、社会の変化に迅速に対応する事業執行を求めました。

　　　　　  ①令和６年度予算・基本構想　②EV化促進・充電設備普及促進
③区内中小企業の海外取引支援　④防災対策　⑤子育て支援　⑥区独自教科「大田の未来づくり」

　　　 新空港線を契機とする蒲田のまちづくりについて
新空港線の整備は、駅舎・駅ビルを含む駅周辺のまちの機能更新をする、まさに千載一遇
のチャンス。JR・東急蒲田駅周辺基盤施設の再整備においては、東口駅前に地下駐輪場を
整備しようとしています。せっかくこの駐輪場ができるのであれば、西口の方々にも
簡単に利用できるよう自転車で蒲田駅の東西を自由に行き来ができる動線や、駅と現在
区役所がある東口南方面とを結ぶ通路などが確保できるよう取り組むことを求めました。

　　　　　  ①工事前払い金の支払限度額の見直し　②つばさ教室へ通っている児童・生徒への学校給食の実現
③就労保護者支援のため私立幼稚園児への病児・病後児保育施設利用の拡大

　　　 幼稚園児の病児保育利用を実現し、就労中の保護者を応援！
建設事業者の窮状を踏まえ、他区の実例をもとに公共工事の前払金の支払い
限度額を引き上げていくよう求めました。学校給食費の無償化に伴い、その恩恵
が届いていない「つばさ教室」に通う不登校の児童・生徒への提供を強く求め
ました。病児保育施設について、時代のニーズに応え、就労を条件に幼稚園児
への利用枠の拡充を求めました。

　　　　　  ①元気高齢者の就労の拡充
②きめ細かな防災対策 （LGBTQの方を始めとしたマイノリティの方の対応・ペットの同行避難）

　　　 増加傾向にある精神疾患の方に対して手厚い支援を！
コロナ後に増加している精神疾患を患った方々は、経済や子育て等、複合的な問題
を抱えています。直接区民に関わる保健師が福祉に精通することが重要であると
考え、議会で訴えてきました。この度、保健師の4割が「健康政策部」から「福祉部」
へ業務移管することになった事を高く評価した上で、今後さらに保健師本来の専門性
と役割が発揮される組織の整備をと、要望しました。

　　　 誰一人取り残さない、一人に寄り添う被災者支援を！
インフラに比べ「人の復興」は難しく、従来型の申請主義の被災者支援では不十分
です。一人一人に寄り添い、個別の状況に応じて支援する「災害ケースマネジメント」
を区の施策に新たに取り入れるよう過去の質問（令和３年 第３回定例会）で求めて
いました。能登半島地震を受け、その後の検討状況を質問。着実な整備を求め、
誰一人取り残さない被災者支援を訴えました。

　　　　　  ①災害用トイレ　②事前復興まちづくり訓練　③老いじたく情報登録事業　
④高齢者の聴こえの支援

令和6年 予算特別委員会での主な質疑
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質問項目

総　務　費 ・大規模事故発生時の対応
・行動変容につながるSDGsの広報・プロモーション

教　育　費
・スクールソーシャルワーカーの拡充
・登下校見守り活動の推進
・不登校の子をもつ保護者への支援

土　木　費

・スポーツ施設の整備
・道路損傷通報サービスの周知
・内川の橋梁・護岸（桜のプロムナード）整備
・雨水流水抑制に資するグリーンインフラ
・水防監視カメラ設置
・健康公園の取組み

環境清掃費

・食品ロスの削減
・超高効率燃料電池の先駆的導入
・メルカリショップを使った自治体による粗大ゴミ販売
・ゴミ分別と区内中小企業のGX推進

福　祉　費

・老いじたく情報登録事業と相談事業の拡充
・こども居場所づくりとこども食堂の支援
・病児保育のオンライン予約システム
・認知症サポーターの取組みの推進
・新規ファミリー・アテンダント事業
・高齢者等紙おむつ支給事業の見直し
・涼み処の拡充と熱中症対策強化
・産後ケアの拡充

産業経済費 ・企業立地・SDGs促進助成金
・地域課題解決に向けたイノベーションの創出

▼

衛　生　費 ・男性の育児参加の推進国保特別会計 ・第3期データヘルス計画

都市整備費
・自動運転の交通政策
・駅ホームドアの設置
・臨海地域のアクセス向上




